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食生活をつくる
食事と栄養・食品2
食生活の安全と衛生2
調理実習　・実験
これからの食生活を考える
人と住まいのかかわり
住まいの文化、生活様式
住空間の設計
平面図を読み取る
室内環境と健康な住まい

これからの食生活を考える
人と住まいのかかわり
住まいの文化、生活様式
住空間の設計
平面図を読み取る
室内環境と健康な住まい

教　科　名 家庭科

校内科目名 家庭総合

科目分類 必履修

科　目　名 家庭総合 単　位　数 ２単位

対象学年 ３年次

授業担当者 松山英美 授業時間 １単位時間　４５分

経済生活を営む
職業生活を設計する
計画的に使う

現代の消費生活
食生活をつくる
調理の基礎
食事と栄養・食品
食生活の安全と衛生
調理実習　・実験

授業に積極的に取り組み、課題を提出できる。

東京書籍「家庭総合　自立・共生・創造」

生活者としての知識、技術、意思決
定の方法を身につけ、生活を通し
て、社会に貢献できるように学習す
る。
生活課題を明確化し、自分の問題点
を知り、改善できる力をつける。

必履修

実習時の提出物を時間内に完成することができる。

出席・授業時の課題および作品の提出

定期考査

授業への関心・態度


